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港湾内海水中の放射性物質濃度低減 調査結果及び今後の対応について 

港湾内の海水中の放射性物質濃度の一部について告示濃度を上回っているため、その要因

の推定、追加対策の要否の検討のため追加調査を行った。その結果と今後の対応について以

下の通り報告する。 

１．調査結果 

１～４号機のスクリーンポンプ室、取水路開渠内の Cs-137 の測定結果は、これまでの

１～４号機取水路開渠内の海水中の放射性物質濃度の変動範囲内であり、特に濃度の高

い地点は見られなかった。継続して監視している開渠内の測定点の濃度変動に対して、

調査した地点は影響を与えていないものと考えられる。また、地下水の Cs-137 の測定結

果については、検出限界値未満であったことから、地下水を経由しての海への新たな放

射性物質の流出の可能性はないものと考える。（下記の図、P.2 の表を参照） 

現状、港湾内の海水中の Cs-137 濃度は、取水路開渠内の一部（シルトフェンス内、南

側）で告示濃度を上回っているが、開渠内のシルトフェンス外や北側及び開渠外で下回

っている。開渠内では海水の流れが小さく濃度が低下し難い状況にあると考えられ、シ

ルトフェンスは流れに対して抵抗となり汚染拡大抑制に一定の効果があるものと考えら

れることから、港湾内の開渠外、さらに港湾外への影響が抑制されているものと判断で

きる。（P.3 のグラフを参照） 

２．今後の対応 

 港湾内の海水中の放射性物質濃度の低減を図るため、１～４号機取水路開渠内の海水

の浄化を継続していく。 

現在運転中の吸着剤としてゼオライトを使用した海水循環型浄化装置については、妨

害物質の除去対策等による吸着率の向上や海水中濃度の高い３号機付近へ採水点を移設

することにより浄化性能の向上を図ったが、海水中濃度の変動の影響で十分な効果は確

認できていない。 

今後、様々な元素が共存する海水中でセシウム、ストロンチウムを効率的に除去する

ため、ゼオライト以外の吸着剤も用いて、海水中で直接除去する方法として接触面積を

増やすためにモール状の繊維に吸着剤を付加したものを、２～４号機のシルトフェンス

内側等の狭いエリアの海中に設置し、効果を確認後、開渠内の浄化範囲を拡大していく。 

並行して、社外研究機関等の協力を得て適用可能な技術を幅広く調査し、実海水を用

いた確認試験等の結果から有効性が確認されたものについて採用を検討する。 
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表 追加調査の結果及び評価・対応 

調査項目 調査結果 評価・対応 

(1)３号機シルトフェ

ンス交換 

（11/14～11/17 交換）

・シルトフェンスに付着した放射

性物質量は少ないため濃度変

動への影響は小さく、シルトフ

ェンス交換後の濃度変化は作

業や希釈によるものと考えら

れる。 

（付着量約 2×107Bq は、３号機

シルトフェンス内存在量約 6×

107Bq の約 1/3） 

・シルトフェンス交換自体の効果

（濃度変動への寄与）は有意な

ものではないと評価。他のシル

トフェンスの交換は必要ない

ものと評価。 

・引き続き、シルトフェンスによ

り１～４号機取水路開渠内か

ら港湾内全体への汚染拡大抑

制を図るため、経年劣化が認め

られる場合には交換を検討。 

(2)１～４号機スクリ

ーンポンプ室内 

海水濃度 

 

・各ポンプ室内の各４点で

11/30,12/6 採取。２号機の２点

を除き、これまでのシルトフェ

ンス内側の変動範囲(Cs-137:

30～250Bq/L＊)内の結果。 

・再度２号機ポンプ室内の他の５

点で 12/11 採取。２号機シルト

フ ェ ン ス 内 側 の 変 動 範 囲

(Cs-137:60～170Bq/L＊)と同程

度の結果。 

・これまでのシルトフェンス内側

の濃度の変動範囲内と評価。ス

クリーンポンプ室内の残留水

が港湾内の濃度の変動に影響

を与えていないものと評価。 

(3)１～４号機取水路

開渠内海水濃度 

 

・各護岸前で 12/6 採取。シルト

フェンス外側のこれまでの変

動範囲(Cs-137:20～100Bq/L＊)

内の結果。 

・水深方向について、２、３号機

シルトフェンス内・外側で表

層、中間、海底毎に 10/5 採取。

採取点毎に一様の結果。 

・告示濃度未満確認の対象核種の

Sr-89,90 について分析中。これ

まで得られた Sr-90 の結果で

は、Cs-137 と同様に、開渠内で

高い傾向(300Bq/L 程度)、開渠

外で低い傾向(10Bq/L 程度)。 

・特に濃度の高い地点は見られ

ず、港湾内の濃度の変動へ影響

を与えていないものと評価。 

・港湾内の海水中濃度について監

視を継続し、現時点の変動範囲

を超える上昇が無いことを確

認していく。 

・Cs、Sr について１月末までに

測定、評価。 

(4) 地下水濃度 

   

・取水路間の護岸付近３地点で調

査孔(地下 15m)を設置して地下

水を 12/8 採取。検出限界値

(Cs-137:0.8Bq/L)未満の結果。

・地下水を経由しての海への新た

な放射性物質の流出の可能性は

ないものと評価。 

 

＊：11/1～12/6 に採取した試料の測定結果 
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港 湾 内 海 水 中 濃 度 （ C s- 1 3 7） 　 1 - 4u ｼ ﾙ ﾄﾌ ｪﾝ ｽ内 側 、 開 渠 南 側
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1 u ｼ ﾙ ﾄ ﾌ ｪﾝ ｽ 内 2 u ｼ ﾙ ﾄﾌ ｪ ﾝ ｽ 内 3 u ｼ ﾙ ﾄ ﾌｪ ﾝ ｽ 内 4 u ｼ ﾙ ﾄ ﾌ ｪ ﾝ ｽ 内 1 - 4 u 取 水 路 開 渠 南

港 湾 内 海 水 中 濃 度 （ C s- 1 3 7） 　 1 - 4u ｼ ﾙ ﾄﾌ ｪﾝ ｽ 外 側 、 開 渠 北 側
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1 u ｼ ﾙ ﾄﾌ ｪ ﾝ ｽ 外 2 u ｼ ﾙ ﾄ ﾌ ｪ ﾝ ｽ 外 3 u ｼ ﾙ ﾄ ﾌｪ ﾝ ｽ 外 4 u ｼ ﾙ ﾄﾌ ｪ ﾝ ｽ 外 1 - 4 u 取 水 路 開 渠 北

港 湾 内 海 水 中 濃 度 （ C s- 13 7 ）　 物 揚 場 、 港 湾 口 、 6u取 水 路
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①１～４号機取水路開渠北側 

②1 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ外側) ③2 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ外側) 

④3 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ外側) 

⑩１～４号機取水路開渠南側 

⑥1 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側) 

⑦2 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側) 

⑧3 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側) 

⑨4 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側) ⑪物揚場

⑫港湾口

⑬６号機取水路前 

⑤4 号機取水口(ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ外側)  

：採取地点（毎日） 

：シルトフェンス 

凡例 

：海底土被覆終了エリア 

 

← Cs-137 告示濃度
90Bq/L 

← Cs-137 告示濃度
90Bq/L 

← Cs-137 告示濃度
90Bq/L 

港湾内海水中濃度(Cs-137) 1-4 号機ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ内側、開渠南側 

港湾内海水中濃度(Cs-137) 1-4 号機ｼﾙﾄﾌｪﾝｽ外側、開渠北側 

港湾内海水中濃度(Cs-137) 物揚場、港湾口、6 号機取水路前 

試料採取点 


